
©Japan Airlines, ALL rights reserved.

2020年4月30日
代表取締役専務執行役員 菊山英樹

日本航空株式会社
2020年3月期
決算説明会



©Japan Airlines, ALL rights reserved.

本日お話しさせて頂くこと

P.3

（注）当資料における表中の値は、金額は億円未満を切り捨て、比率は小数点以下第2位を四捨五入して表示しております。
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◼ 本日は、弊社2020年3月期決算説明会にご参加いただき、ありがとうございます。

◼ はじめに資料に沿って説明させていただき、その後、質疑応答の時間とさせていただければと存じます。
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営業利益 当期純利益
(1)

営業利益率

営業収益

2018年度 2019年度 前年比

シンガポールケロシン
(USD/bbl)

83.9 76.3 ▲9.1%

ドバイ原油 (USD/bbl) 69.0 63.1 ▲8.6%

為替 (円/USD) 110.5 109.3 ▲1.1％

2020年3月期 業績概要

2019年度（前年比）

国際線 ▲1.1％

国内線 +0.2％

合計 ▲0.6％

（営業利益率）

営業利益・当期純利益(1)・営業利益率・ROIC (2)

（億円）

7.1%
(7.7%)

燃油・為替市況実績

2018年度 2019年度

14,872 
14,112 

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

（億円） ▲760億円
(▲5.1％)

2018年度 2019年度

( )内は償却方法変更前の数値(3)

3

0

ROIC (2)

(1) 親会社株主に帰属する当期純利益

(2) 営業利益(税引後)/期首・期末固定資産平均(オフバランス未経過リース料含む）

(3) 変更前は航空機の機体に装着される客室設備やエンジン部品等も航空機と一体として償却、変更後は各々の耐用年数で償却

運航諸元/ASK

11.8%

✓ 第4四半期の新型コロナウイルス感染拡大の影響により、国際線・国内線共に需要が急速に減少

✓ 大幅な減便を実施しコスト削減に努めたが、営業利益は減益

✓ 法人税等調整額の影響もあり、当期純利益も減益

9.5%

(5.5%) 5.1%
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◼ 2019年度の業績についてご説明いたします。

◼ 営業収益は、第3四半期までは前年並みで踏みとどまったものの、2月以降、新型コロナウイルス感染拡大の

影響により国際線・国内線ともに需要が急速に落ち込んだことで、通期では前年対比760億円減少の１兆

4,112億円となりました。

◼ 需要の急減に対し、供給削減によりコストの圧縮に努めましたが、営業利益は前年対比42.9%減、755億

円の減益で1,006億円となりました。償却方法変更の影響を除けば、前年対比38.3％減、674億円の減

益で1,086億円となりました。

◼ 当期純利益は、法人税等調整額の影響もあり、前年対比64.6％減の534億円となりました。



©Japan Airlines, ALL rights reserved.

新型コロナウイルス感染拡大の影響
✓ 世界各国への感染拡大により、各国での入国制限や検疫の強化ならびに日本国内での各種イベントの

中止・延期やテーマパークの休園等により、2月以降需要が急速に減少

✓ 2月までは東アジアを中心に、3月以降は日本国内含む全方面において総需要が急速に減少

✓ その結果、第4四半期では見通し対比393億円の減益

旅客数推移

-80%

-60%

-40%

-20%

0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国際線旅客数 国内線旅客数

減便による供給調整
(3月ASKベース 前年比)

国際線 約▲25%
国内線 約▲20%

3月旅客数 (前年比)

国際線 約▲70%
国内線 約▲55%

(2019年度)

（前年比）

1,400 1,006

2019年度見通し(1) 2019年度実績

収入
▲747

費用

国際旅客 ▲367

国内旅客 ▲293

貨物・郵便 +6

その他収入 ▲92

（億円）

営業利益増減の推移

+354

▲393億円
(▲28.1%)

198

▲195

見通し(1)

収入
▲747

費用
+354

第4四半期の推移

実績

(1)2020年1月31日公表値より
4
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◼ このページでは、新型コロナウイルス感染拡大の影響をお示ししております。

◼ 2月以降、感染が世界的に拡がり各国の入国制限や検疫の強化、日本国内における外出自粛な

どにより、需要が急速に落ち込んでいます。

◼ 左の図では3月までの旅客数の前年比の推移を、右の図では1月31日時点の営業利益見通しか

らの変動を示しております。

◼ 特に3月は、国際線旅客数は前年比約70％減少、国内線旅客数は前年比約半減と、大幅に需要

が減少しました。

◼ 第4四半期における見通し対比、747億円の減収額のうち、国際旅客で約370億円、国内旅客

で約290億円でしたが、そのうち650億円程度は3月単月における減収でした。

◼ その結果、1月31日時点での営業利益1,400億円の見通しから、393億円減益の1,006億円の

着地となりました。

◼ 4月以降の足許の概況につきましては、11ページ以降でご説明させていただきます。
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連結経営成績

5

(1) ( )内は償却方法変更前の数値

(2) 親会社株主に帰属する当期純利益

(3) EBITDAマージン=EBITDA/営業収益 EBITDA=営業利益+減価償却費

(4) EBITDARマージン=EBITDAR/営業収益 EBITDAR=営業利益+減価償却費+航空機材賃借料

(5) ユニットコスト=航空運送連結費用(燃油費を除く) /ASK

(6) 第4四半期(1-3月)の実績は2019年度実績(4-3月)から第3四半期累計実績(4-12月)を差し引いて算出

（単位：億円） 2018年度 2019年度 前年差 前年比 第4四半期(6) 前年差 前年同期比

営業収益 14,872 14,112 ▲760 ▲5.1% 2,803 ▲758 ▲21.3％

国際旅客収入 5,306 4,762 ▲544 ▲10.3% 840 ▲431 ▲33.9％

国内旅客収入 5,280 5,146 ▲134 ▲2.6% 991 ▲242 ▲19.6％

貨物郵便収入 1,000 916 ▲83 ▲8.4% 225 ▲2 ▲1.1％

その他収入 3,284 3,287 ＋2 +0.1% 745 ▲82 ▲10.0％

営業費用(1) 13,111
13,105

(13,025)
▲5

(▲85)
▲0.0%

(▲0.7%)
2,998

(2,986)
▲256

(▲269)
▲7.9％

(▲8.3％)

燃油費 2,512 2,434 ▲78 ▲3.1% 537 ▲57 ▲9.6％

燃油費以外(1) 10,598
10,671

(10,591)
+72

(▲7)
+0.7%

(▲0.1%)
2,461

(2,448)
▲199

(▲211)
▲7.5％

(▲8.0％)

営業利益(1) 1,761
1,006

(1,086)
▲755

(▲674)
▲42.9％

(▲38.3%)
▲195

(▲182)
▲501

(▲489)
-

営業利益率 (%) (1) 11.8％
7.1%

(7.7%)
▲4.7pt

(▲4.1pt)
-

▲7.0％
(▲6.5％)

▲15.6pt
(▲15.1pt)

-

経常利益 1,653 1,025 ▲627 ▲38.0％ ▲192 ▲460 -

当期純利益 (2) 1,508 534 ▲973 ▲64.6％ ▲229 ▲671 -

ASK (百万席キロ) 91,042 90,524 ▲518 ▲0.6% 21,135 ▲1,511 ▲6.7％

RPK (百万人キロ) 70,855 67,349 ▲3,505 ▲4.9% 13,074 ▲4,264 ▲24.6％

EBITDAマージン (%) (3) 20.2% 16.9％ ▲3.3pt - 5.7％ ▲11.7pt -

EBITDARマージン (%) (4) 21.5% 18.4％ ▲3.1pt - 7.7％ ▲11.1pt -

ユニットコスト (円) (1)(5) 10.4
10.６

(10.５)
+0.2

(+0.1)
+1.8%

(+0.9%)
10.6

(10.5)
+0.１

(+0.０)
+0.9%

(+0.3%)
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◼ こちらからは、2019年度の業績詳細についてご説明いたします。

◼ 5ページでは連結経営成績をお示ししておりますので、後ほどご参照ください。
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1,761

営業利益増減の推移（収入／費用）

（億円）

燃油費その他
収入

他の費用整備費貨物・郵便

国内旅客

国際旅客

▲134
▲20

▲80

▲544

▲83

▲10.3%

＋3.1%

機材費

▲72

人件費

＋59
+78

2018年度 2019年度

＋2

FSC* ▲7
為替 ▲12
(合計) ▲20

FSC* ▲62
為替 ▲31
(合計) ▲94

*FSC=Fuel Surcharge

+は利益増（収入増・費用減）
▲は利益減（収入減・費用増）を意味する

収入 ▲760億円(▲5.1％) 費用 +85億円(+0.7％)

2019年度

FSC*合計 ▲70
為替合計 ▲47
(総合計) ▲117

サービス費 +9

旅行原価 +78

運航施設利用料 +15

航空販売手数料 +19

上記以外 ▲81

合計 +41

償却方法
変更影響

＋41

FSC* -
為替 ▲2
(合計) ▲2

その他収入内訳
・ﾏｲﾙ収入
・ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ収入等

＋0.1%

▲2.6%

▲8.4%

▲2.9%

▲6.5% +2.0%

+0.7%

2019年度

(償却方法変更前)

機材費内訳
・航空機材償却費
・航空機材賃借料
・航空保険料等

6

1,086
1,006

2月・3月

国際旅客 ▲415

国内旅客 ▲255

貨物・郵便 +4

その他収入 ▲79

合計 ▲745

ASK前年同期比： ▲0.6%
RPK前年同期比： ▲4.9％

▲755億円
(▲42.9%)

▲674億円
(▲38.3%)
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◼ このページでは、営業利益増減の推移についてご説明いたします。

◼ 収入面では、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、大幅な減収となりました。国際旅客収入は544

億円、国内旅客収入は134億円、貨物・郵便収入は83億円の減少となり、前年比760億円の減収と

なりました。

◼ 費用面では、当初予定していた2020年度の供給拡大の先行費用として、機材費が増加しましたが、減

便による運航費用の削減や燃油市況下落による燃油費の減少などにより、前年対比85億円の減少と

なりました。

◼ 以上の結果、営業利益は償却方法変更前で1,086億円となりました。

◼ 償却方法変更に伴う減価償却費の増加は、前年比80億円となっております。ただし、営業外費用に計

上される機材処分損は、98億円減少しており、当期純利益への影響はほぼ相殺されています。

6-S
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▲15
+163

▲150

▲642

▲70

市況影響 ▲72億円
2018年度 2019年度

国際旅客 ▲62

国際貨物 ▲7

合計 ▲70
国際旅客 ▲449

国内旅客 ▲134

貨物郵便 ▲63

その他 +5

合計 ▲642

為替 +25

燃油市況 +138

合計 +163

*FSC=Fuel Surcharge

（億円）

+40

燃油搭載量 +64

整備費 ▲30

サービス費 +5

機材費 ▲73

人件費 +55

上記以外 +19

合計 +40

(市況要素を除く影響額)

償却方法
変更影響

収入 ▲47

燃油以外
費用

+31

合計 ▲15

▲80

営業利益増減の推移（市況／その他）

2019年度

(償却方法変更前)
その他▲602億円

2019年度

7

+は利益増（収入増・費用減）
▲は利益減（収入減・費用増）を意味する

燃油以外
為替

燃油
（ヘッジ除き） FSC* ヘッジ

損益

減収

他の費用

1,689

▲755億円
(▲42.9%)

1,761

1,006
1,086

▲674億円
(▲38.3%)

うち為替影響 +10億円
収入 ▲47億円
費用 +57億円
燃油費 +25億円
燃油費以外 +31億円
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◼ このページでは、営業利益増減の推移を、市況とその他についてお示ししております。

◼ 市況影響は、燃油市況下落により燃油費が減少いたしましたが、燃油サーチャージ収入の減少やヘッジ

の影響などから、前年対比72億円、利益を押し下げる方向に働きました。

◼ 市況以外の影響は、大幅な減収により、償却方法変更の影響を除くと前年対比602億円のマイナスと

なりました。
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2018年度 2019年度 前年比 第4四半期
前年
同期比

5,306 4,762 ▲10.3% 840 ▲33.9%

9,128 8,277 ▲9.3% 1,508 ▲33.1%

54,925 54,324 ▲1.1% 12,542 ▲8.5%

44,659 41,905 ▲6.2% 8,075 ▲26.3%

81.3% 77.1% ▲4.2pt 64.4％ ▲15.5pt

58,136 57,530 ▲1.0% 55,727 ▲1.2%

11.9 11.4 ▲4.4% 10.4 ▲10.3%

9.7 8.8 ▲9.3% 6.7 ▲27.7%

(1) 単価=旅客収入/有償旅客数
(2) イールド=旅客収入/RPK
(3) ユニットレベニュー=旅客収入/ASK
(4) 第4四半期(1-3月)の実績は2019年度実績(4-3月)から第3四半期累計実績(4-12月)を差し引いて算出

国際旅客事業

国際・国内旅客事業

(4)

国内旅客事業

2018年度 2019年度 前年比 第4四半期
前年
同期比

5,280 5,146 ▲2.6% 991 ▲19.6%

34,859 33,783 ▲3.1% 6,659 ▲20.9%

36,116 36,199 +0.2% 8,592 ▲3.8%

26,195 25,443 ▲2.9% 4,999 ▲21.6%

72.5% 70.3% ▲2.2pt 58.2％ ▲13.2pt

15,149 15,233 +0.6% 14,892 +1.6%

20.2 20.2 +0.3% 19.8 +2.6%

14.6 14.2 ▲2.8% 11.5 ▲16.4%

(4)

旅客収入
（億円）

有償旅客数
（千人）

ASK
（百万席キロ）

RPK
（百万人キロ）

有償座席利用率
（%）

単価
（円） (1)

イールド
（円）(2)

ユニットレベニュー
（円）(3)

8



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 8 -S

◼ 続いて、国際線と国内線の状況についてご説明いたします。

◼ 国際旅客収入は、前年対比10.3%減の4,762億円となりました。

◼ 第3四半期までの日本発のビジネス需要を中心とした旅客需要の伸び悩みに加えて、2月以降の新型コロ

ナウイルスの感染拡大による急激な需要の落ち込みにより、国際旅客収入は大きく減少しました。

◼ 単価は1.0%下落しましたが、燃油市況の下落に伴う燃油サーチャージの減少によるものです。

◼ 国内旅客収入は、前年比2.6％減の5,146億円となりました。

◼ 観光とビジネス双方の需要が堅調に推移しておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大により、特に3月

の需要が急速に落ち込んだことから、国内旅客収入も大きく減少しました。

◼ 単価は0.6％の上昇となりました。第3四半期までの強い個人需要と、第4四半期の大幅な観光旅客需要

の減少により、単価は上がりました。
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（単位：億円） 2018年度 2019年度 前年差 前年比 第4四半期 前年差 前年同期比

燃油費 2,512 2,434 ▲78 ▲3.1% 537 ▲57 ▲9.6％

運航施設利用費 863 848 ▲15 ▲1.8% 195 ▲18 ▲8.8％

整備費 729 750 +20 +2.9% 153 ▲25 ▲14.0％

航空販売手数料 189 170 ▲19 ▲10.3% 30 ▲17 ▲35.9％

機材費 (1)(2) 1,122 1,275
(1,194)

+153
(+72)

+13.6%
(+6.5％)

327
(315)

+44
(+31)

+15.6％
(+11.2％)

サービス費 (3) 453 444 ▲9 ▲2.0% 90 ▲19 ▲17.8％

人件費 3,021 2,962 ▲59 ▲2.0% 659 ▲101 ▲13.4％

旅行原価 866 787 ▲78 ▲9.1% 136 ▲66 ▲32.8％

その他 3,351 3,433 +81 +2.4% 866 +5 ＋0.7％

営業費用計(2) 13,111 13,105
(13,025)

▲5
(▲85)

▲0.0%
(▲0.7%)

2,998
(2,986)

▲256
(▲269)

▲7.9％
(▲8.3％)

ASK前年比：▲0.6%

(1) 機材費＝航空機に関わる償却費+賃借料+保険料など

(2) ( )内は償却方法変更前の数値

(3) サービス費＝機内・ラウンジ・貨物などのサービスに関わる費用

(4) 第4四半期(1-3月)の実績は2019年度実績(4-3月)から 第3四半期累計実績(4-12月)を差し引いて算出

営業費用内訳

主要営業費用項目

(4)

9
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◼ このページでは、主要営業費用項目について記載しております。カッコ内の数字は償却方法変更前の金

額で、前年対比0.7％減の1兆3,025億円となりました。

◼ 第4四半期単独では、燃油市況下落による燃油費減少に加えて、減便による運航費用圧縮などにより

、償却方法変更前で前年対比8.3％減の269億円減少しました。
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（単位：億円） 2018年度期末 2019年度期末 前年度期末差

総資産 20,303 18,593 ▲1,709

現金及び預金(1) (2) 5,220 3,291 ▲1,929

有利子負債 1,423 1,917 +494

オフバランス未経過リース料 811 815 +3

自己資本 11,651 10,948 ▲703

自己資本比率 (%) 57.4% 58.9% ＋1.5pt

D/Eレシオ (倍) (3) 0.1x 0.2x ＋0.1x

ROIC（%）(4) (5) 9.5% 5.1% (5.5％) ▲4.4pt (▲4.0pt)

ROE（%）(6) 13.6% 4.7% ▲8.8pt

ROA（%）(5) (7) 9.1% 5.2% (5.6％) ▲3.9pt(▲3.5pt)

（単位：億円） 2018年度 2019年度 前年差

営業キャッシュフロー(8) 2,967 600 ▲2,366

減価償却費 1,241 1,380 +139

投資キャッシュフロー ▲1,863 ▲2,215 ▲351

投資・出資額 ▲2,262 ▲2,452 ▲189

フリーキャッシュフロー(9) 1,103 ▲1,615 ▲2,718

財務キャッシュフロー ▲370 ▲301 ＋69

キャッシュフロー合計(10) 732 ▲1,916 ▲2,649

EBITDA 3,002 2,386 ▲615

EBITDAR 3,201 2,602 ▲599

財務状況・キャッシュフロー状況

10

連結貸借対照表

連結キャッシュフロー計算書

（1）譲渡性預金等を含む
（2）2019年度期末には、企業年金基金への827億円

の拠出を含む
（3）オンバランス有利子負債/自己資本
（4）営業利益(税引後)/期首・期末固定資産平均

(オフバランス未経過リース料含む）

（5）(  )内は償却方法変更前の数値

（6）親会社株主に帰属する当期純利益/

期首・期末自己資本平均

（7）営業利益/期首・期末総資産平均

（９）営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー
（10）営業キャッシュフロー+投資キャッシュフロー+

財務キャッシュフロー

（8）2019年度には、企業年金への827億円の拠出、
キャンセル増加による前受金減少を含む
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◼ このページでは、連結のバランスシートとキャッシュフローの状況をお示ししております。

◼ 現預金は前年度末から1,929億円減少しておりますが、第3四半期末と同程度の金額を維持しており

ます。

◼ 年金基金へ827億円を一括拠出したことや、新型コロナウイルス感染拡大による予約キャンセルの増加

に伴う前受金の減少などにより、営業キャッシュフローは減少しました。

◼ なお、第4四半期において、577億円の資金調達を前倒しで実施しております。

◼ 引き続き、手元流動性の確保には万全を期し、不測の事態に備えて経営の安定化に資する財務施策

を遅滞なく実施してまいります。



©Japan Airlines, ALL rights reserved.
11

2020年度 足許の概況

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

3月 4月 5月

国際線旅客数 国際線供給

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

3月 4月 5月

国内線旅客数 国内線供給

国際旅客 (1) 国内旅客 (1)

10%

20%

30%

40%

50%

3月 4月 5月

国際線L/F

10%

20%

30%

40%

50%

3月 4月 5月

国内線L/F

貨物・郵便

✓ 旅客機を利用した貨物専用便を積極的に運航、

客室内にも搭載し、効率的な輸送を図る

✓ 緊急性の高い医薬品・食料品などの物流を通じ、ネットワークを

支え続ける

✓ 需給ひっ迫により単価は向上

(前年比)(前年比)

3月 4月 5月

米大陸線 0 58 261

欧州線 18 87 133

アジア・オセアニア線 17 188 168

中国線 73 249 284

国際線計 108 582 846

国内線 0 156 230

国際線・国内線合計 108 738 1076

旅客機を利用した貨物専用便運航数 (片道) (2)

(2) 2020年4月27日時点の実績・見通し、5月はさらなる増便に向けて調整中

(1) 2020年4月27日時点の実績・見通し

✓ 急減する需要に応じ機動的に供給を削減、直近では国際線約95％・国内線約70％の減便

✓ 貨物郵便輸送需給がひっ迫する中、旅客機を利用した貨物郵便輸送を積極的に実施

✓ 新型コロナウイルス感染拡大の影響を見極めることが不可能なため、2020年度通期連結業績予想は未定

(座席数) (座席数)
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◼ 続いて、2020年度の足許の概況をご説明いたします。

◼ 4月以降、各国の入国規制や都市封鎖、日本国内における緊急事態宣言を受けての外出自粛により

需要はさらに減少しています。そのため、急減する需要に応じて、機動的に供給を削減しております。

◼ 直近で国際線の約95％、国内線の約70％の減便を実施し、３月29日からの羽田・成田空港におけ

る国際線の路線開設・増便についても、その大部分の運航開始を見合わせることといたしました。

◼ 一方、航空貨物については、需給がひっ迫する中、旅客機の貨物スペースを利用した貨物専用便を積

極的に運航しています。直近では約1900便の貨物専用便を運航し、さらなる増便に向けて調整をして

おります。医療品や食料品などの物流ネットワークを支えるとともに、減便による機材稼働の低下を緩和

し、収支の改善を図ってまいります。

◼ このように、新型コロナウイルスの感染拡大は過去経験したことのない規模のイベントリスクであり、当社の

経営にも甚大な影響を及ぼしております。

◼ なお、現状、新型コロナウイルス感染拡大の終息時期を見通せる状況にはなく、今後の業績への影響

度合いを見極めるのは不可能なため、2020年度の通期連結業績予想につきましては「未定」とさせて

いただきます。

◼ 今後、影響の度合いが一定程度見極められた段階で、速やかにお示しすることといたします。
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新型コロナウイルス感染拡大への緊急対応策

コスト削減

✓ 機動的な供給量削減による変動費削減と固定費を含む抜本的なコスト削減、投資の抑制および

十分な手元流動性の確保に全力を尽くす

投資抑制

当初想定 約2,000億円

現時点想定 約1,500億円

航空機・地上投資合計で

約500億円削減

資金調達

✓ 2020年2月以降4月末までに1,043億円の資金調達を実施

✓ さらに追加の資金調達についても実施予定

2020年度 設備投資額費用削減

規模イメージ

収入・供給

連動費用

減収額の

40%

固定費 600億円

・人件費

・広報宣伝費

・外部委託費

・IT経費　等

減便・運休・機材小型化等の

機動的な供給量削減による供

給連動費用および収入連動費

用の削減

・燃油費

・整備費

・運航施設利用費　等 航空機 300億円

地上投資その他 200億円

削減規模イメージ

2020年度
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◼ このページでは、この極めて厳しい経営環境における、当社の取り組みについてご説明します。緊急対応策を

迅速に、そして確実に実施することで、この未曽有の危機を耐え抜いてまいります。

◼ 旅客需要の減少に対しては、柔軟な路線・便数の見直しによる、燃油費・整備費・運航施設利用費などの

供給連動費用の削減に加え、人員配置の見直しや全社的なコストマネジメントの徹底などにより、600億

円の固定費削減に取り組んでまいります。

◼ 投資計画も見直し、約500億円の投資抑制をいたします。

◼ また、十分な手元流動性を確保するため、前期第４四半期に調達した577億円に加え、今日までに465

億円を追加調達し、2月から4月までの間に、合計1,043億円の資金を確保しました。さらにこの第1四半

期中に、追加の資金調達も予定しており、手元流動性の確保に万全を期してまいります。
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◼ 最後に、株主還元についてご説明いたします。

◼ 新型コロナウイルスの感染拡大により、航空業界は甚大な影響を受けております。現在、国内線・国際線とも
にほとんどの航空機が飛ぶことができない状態であり、終息の兆しが見通せない状況です。このままでは、今期

の当社の業績は大変厳しいものになると言わざるを得ません。

◼ この状況がしばらく続くことを想定すると、今は手元流動性の確保を最優先にしなければならない状況です。そ
こで、株主の皆さまには大変申し訳ございませんが、当期の期末配当については無配とさせていただきます。

◼ 期末配当を無配としたことについては、経営者として重く受け止めております。当社が現在置かれている状況

に鑑み、なにとぞご理解を賜りたく存じます。

◼ その結果、年間配当は、中間配当としてお支払い済みの55円となります。

◼ また、2020年度の配当金予想については、現状、この先の影響を見極めることが極めて困難なことから、「未

定」とさせていただきます。

◼ 新型コロナウイルスの感染拡大は、当社の今期の業績に大きなマイナスの影響を及ぼす可能性があります。し

かしながら、中長期的には当社の収益構造の根本を揺るがすものではないと考えており、この危機を耐え抜い

た後は、再び高い収益力を持つ航空会社であり続けます。そのため、中長期的な株主還元方針は変わらな
いとご理解ください。

◼ 新型コロナウイルスの感染拡大が終息を迎え、航空需要が回復し、当社の業績が回復基調に戻ったと判断

した段階で、再び継続的かつ安定的な株主還元の実現に努めてまいります。
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◼ 以下のページでは、株主還元実績、国際線大路別実績、保有航空機一覧をお示ししております。

（説明は以上）
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《参考》株主還元

株主還元実績

2018年度
（実績）

2019年度
（実績）

1株当たり配当金額 110円 55円

中間配当 55円 55円

期末配当 55円 -円

自己株式取得額 (1) 200億円 200億円

配当性向 (2) 32.3% 35.3% 

総還元性向 (3) 49.2% 72.8%

株主資本総還元率 (4) 5.2% 3.4%

(1) 自己株式取得額は、当該年度の決算確定までに決議したものを含む

(2) 配当性向＝配当金総額 / 配当の基準となる利益

(3) 総還元性向＝（配当金総額＋自己株式取得額）/ 配当の基準となる利益

(4) 株主資本総還元率＝（配当金総額＋自己株式取得額）/ 期首・期末自己資本平均

(5) 親会社株主に帰属する当期純利益

(6) 配当の基準となる利益＝親会社株主に帰属する当期純利益＋法人税等調整額

（2019年度以降は法人税等調整額の影響額を控除しない)

総還元推移（2012～2019年度）

当期純利益 (5) 1,508億円 534億円

法人税等調整額 ▲321億円

配当の基準となる利益 (6) 1,186億円 534億円

配当金総額 383億円 188億円

13
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旅客収入

ASK

RPK

有償旅客数

有償座席利用率

《参考》国際線大路別実績

(単位:%)
2019年度

前年比
第4四半期

前年比

構成比 第4四半期
構成比2018年度 2019年度

米大陸線 ▲0.2% ▲22.2% 26% 29% 30%

欧州線 ▲9.7% ▲28.7% 16% 16% 15%

アジア･オセアニア線 ▲12.3% ▲35.7% 33% 32% 34%

中国線 ▲20.6% ▲63.7% 11% 10% 6%

ハワイ･グアム線 ▲16.0% ▲31.4% 14% 13% 15%

全路線・合計値 ▲10.3% ▲33.9% 100% 100% 100%

14

(単位:百万席キロ)
2018
年度

2019
年度

前年比
第4四半期

当年 前年比

米大陸線 15,581 16,613 +6.6% 3,930 +1.7%

欧州線 7,790 8,021 +3.0% 1,860 +0.2%

アジア･オセアニア線 19,322 19,012 ▲1.6% 4,399 ▲11.0%

中国線 3,422 3,315 ▲3.1% 575 ▲32.7%

ハワイ･グアム線 8,808 7,361 ▲16.4% 1,777 ▲18.9%

全路線 54,925 54,324 ▲1.1% 12,542 ▲8.5%

(単位:千人)
2018
年度

2019
年度

前年比
第4四半期

当年 前年比

米大陸線 1,332 1,376 +3.3% 273 ▲16.5%

欧州線 734 709 ▲3.3% 132 ▲20.6%

アジア･オセアニア線 4,270 3,908 ▲8.5% 736 ▲32.1％

中国線 1,554 1,278 ▲17.8% 153 ▲58.8%

ハワイ･グアム線 1,236 1,004 ▲18.7% 212 ▲29.8%

全路線 9,128 8,277 ▲9.3% 1,508 ▲33.1％

(単位:百万人キロ)
2018
年度

2019
年度

前年比
第4四半期

当年 前年比

米大陸線 12,714 12,967 +2.0％ 2,565 ▲17.6%

欧州線 6,580 6,259 ▲4.9％ 1,160 ▲22.6%

アジア･オセアニア線 15,661 14,576 ▲6.9％ 2,864 ▲28.0%

中国線 2,870 2,392 ▲16.6% 289 ▲58.2%

ハワイ･グアム線 6,831 5,709 ▲16.4% 1,194 ▲28.7%

全路線 44,659 41,905 ▲6.2% 8,075 ▲26.3%

(単位:%)
2018
年度

2019年
度

前年比
第4四半期

当年 前年比

米大陸線 81.6% 78.1% ▲3.5pt 65.3％ ▲15.2pt

欧州線 84.5% 78.0% ▲6.4pt 62.4％ ▲18.4pt

アジア･オセアニア線 81.1% 76.7% ▲4.4pt 65.1% ▲15.3pt

中国線 83.9% 72.2% ▲11.7pt 50.3% ▲30.8pt

ハワイ･グアム線 77.6% 77.5% ▲0.0pt 67.2％ ▲9.2pt

全路線 81.3% 77.1% ▲4.2pt 64.4% ▲15.5pt
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前期末 2019/3/31 当期末 2020/3/31
増減

所有 リース 合計 所有 リース 合計

大

型

機

Airbus A350-900 0 0 0 4 1 5 +5

Boeing 777-200 12 0 12 11 0 11 ▲1

Boeing 777-200ER 11 0 11 11 0 11 -

Boeing 777-300 4 0 4 4 0 4 -

Boeing 777-300ER 13 0 13 13 0 13 -

大型機 小計 40 0 40 43 1 44 +4

中

型

機

Boeing 787-8 25 0 25 29 0 29 +4

Boeing 787-9 14 3 17 17 3 20 +3

Boeing 767-300 6 0 6 5 0 5 ▲1

Boeing 767-300ER 29 0 29 29 0 29 -

中型機 小計 74 3 77 80 3 83 +6

小

型

機

Boeing 737-400 3 0 3 0 0 0 ▲3

Boeing 737-800 42 20 62 43 19 62 -

小型機 小計 45 20 65 43 19 62 ▲3

リ

ー
ジ

ョ

ナ

ル

機

Embraer 170 18 0 18 18 0 18 -

Embraer 190 14 0 14 14 0 14 -

Bombardier D8-400 1 0 1 0 0 0 ▲1

Bombardier D8-400CC 5 0 5 5 0 5 -

SAAB340B 8 0 8 5 0 5 ▲3

ATR42-600 5 1 6 7 1 8 +2

ATR72-600 1 0 1 2 0 2 +1

リージョナル機 小計 52 1 53 51 1 52 ▲1

合計 211 24 235 217 24 241 +6

《参考》航空機一覧

15
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当資料に関するお問い合わせ先

日本航空株式会社

財務・経理本部 財務部
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本資料には、日本航空株式会社（以下「当社」といいます）及びそのグループ会社（以下当社とあわせて「当社
グループ」といいます）に関連する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記述が含まれています。これらは、当
社が当該資料作成時点（又はそこに別途明記された時点）において入手した情報に基づく、当該時点における予
測等を基礎として作成されています。これらの記述のためには、一定の前提・仮定を使用しています。これらの記述又
は前提・仮定は当社経営陣の判断ないし主観的な予想を含むものであり、様々なリスク及び不確実性により、将来
において不正確であることが判明し、あるいは将来において実現しないことがあります。したがって、当社グループの実際
の業績、経営成績、財政状態等については、当社の予想と異なる結果となる可能性があります。かかるリスク及び不
確実性には、日本その他の国・地域における経済社会状況、燃油費の高騰、日本円と米ドルその他外貨との為替
レートの変動、テロ事件及び戦争、伝染病その他航空事業を取り巻く様々なリスクが含まれますが、これらに限定され
るものではありません。
本資料に掲載されている将来情報に関する記述は、上記のとおり当該資料の作成時点（又はそこに別途明記さ

れた時点）のものであり、当社は、それらの情報を最新のものに随時更新するという義務も方針も有しておりません。
本資料に掲載されている情報は、情報提供を目的としたものであり、いかなる有価証券、金融商品又は取引につい

ての募集、投資の勧誘や売買の推奨を目的としたものではありません。
本資料への当社グループに関する情報の掲載に当たっては万全を期しておりますが、監査を経ていない財務情報も

含まれており、その内容の正確性、完全性、公正性及び確実性を保証するものではありません。従いまして、本資料
利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負うものではございません。
なお、本資料の著作権やその他本資料にかかる一切の権利は日本航空株式会社に属します。

免責事項


